岡山県南広域都市計画地区計画の決定（総社市決定）

都市計画富原地区地区計画を次のように決定する。

●地区計画

	名称
	富原地区　地区計画

	位置
	総社市富原地区内

	面積
	約11.9　ha

	区域の整備・開発及び保全の方針
	地区計画の目標
	本地区は，総社市の南，高梁川の西側に位置し，中心市街地に近く，主要地方道上高末総社線に接するなど交通利便性に富んでいる。

本地区は，総社市都市計画マスタープランをはじめとする土地利用計画において，「工業・流通ゾーン」に位置づけられており，その形成を図る必要がある。

そのため本地区では，その交通利便性を生かし，地域産業の育成や雇用創出を促進する「工業・流通ゾーン」の形成を図るための地区計画を策定し，周辺環境と調和した地域産業の拠点づくりを進める。


	
	土地利用の方針
	本地区では，既存の住宅地の生活環境の保全や周辺環境との調和に配慮しつつ，現在立地している加工組合型工業や流通施設の操業環境を保全し，その工業機能の強化を通じて良好な産業空間を形成する。


	
	建築物等の整備方針
	地区計画の目標，土地利用の方針に基づき，建築物等の整備方針を次のとおり定める。
建築物の用途の制限，建築物の敷地面積の最低限度，壁面の位置の制限，建築物の高さの最高限度，建築物等の形態又は意匠の制限，垣又はさくの構造の制限


	地区整備計画

	建築物等に関する事項
	地区の

区　分
	名称
	A地区
	B地区
	C地区

	
	
	
	面積
	1.2　ha
	6.9　ha
	3.2　ha

	
	
	建築物等の用途の制限
	建築することができる建築物は，次に掲げるものとする。

１　工場（ただし，次のものは除く）

（1）火薬類取締法（昭和25年法律第149号）の火薬類（玩具煙火を除く）の製造

（2）消防法（昭和23年法律第186号）第2条第7項に規定する危険物の製造

（3）マッチの製造

２　倉庫

３　危険物の貯蔵又は処理に供するもの（ただし，危険物は消防法別表第一の備考十二に規定する第一石油類，同表の備考第十四に規定する第二石油類，同表の備考第十五に規定する第三石油類，同表の備考第十六に規定する第四石油類に限る）

４　前各号の建築物に付属する事務所又は車庫



	
	
	建築物の敷地面積の最低限度
	1,000㎡



	
	
	壁面の位置の制限
	　地区計画区域と地区整備計画区域が合致しない部分では，合致しない部分の地区整備計画区域線から建築物の外壁又はこれに代わる柱の面までの距離は5m以上とするとともに，緩衝帯として幅5mの緑地帯を設け，高木を適切に配置し，住宅地の居住環境の保全に努める。


	－

	
	
	建築物等の高さの最高限度
	地区計画区域と地区整備計画区域が合致しない部分では，合致しない部分の地区整備計画区域線から幅員10ｍまでの範囲に建築する建築物の高さは10ｍ以下とする。


	－

	
	
	建築物等の形態，意匠の制限
	建築物等の色彩は原色の使用を避け，彩度の低い色を基調とし，周辺環境と調和した落ち着きのある色調とする。



	
	
	垣又はさくの構造の制限
	外周に，生け垣，フェンス又は塀を設置すること。ただし，一級河川新本川に面する部分及び地区計画区域と地区整備計画区域が合致しない部分は除く。

	外周に，生け垣，フェンス又は塀を設置すること。ただし，一級河川新本川に面する部分は除く。


〔理　由〕
　一定規模以上の工場の操業や事業の拡張に伴う建築物等の規制誘導を積極的に行い，周辺環境と調和した地域産業の拠点づくりを
進め，あわせて，無秩序な開発防止に努め，既存の住宅地における良好な居住環境や周辺の営農環境の保全を進めるため。
